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（所属なし） 

あらまし  n 連立方程式の解を求める場合、ｎ個の方程式を導いて、それを行列式で表す。係数の行列を

A として、その逆行列 A-1を求める。そしてｎ個の解を求める。 

 然し、和田、大庭らは、n 連立方程式の解を求めるのに、ｎ個の方程式を準備するのでなく、[ 
𝑛

2
 ]≦eg≦

n の範囲の方程式 eg を用意するとｎ個の値を求める事ができる。(eg は方程式での数) 

 

キーワード…代数学 行列-行列式 教育工学 

 

1. はじめに 

 小中学校では連立方程式の解を求めるのに２変

数や３変数の場合の連立方程式を導き出し    

代入法より求める。 

 高校ではｎ連立方程式での解を求めるのにｎ連

立方程式を行列式で表して、n 変数の係数を行列 A

で表す。 

 その逆行列 A-1を求め、方程式の両辺に A-1を掛

けることにより、簡単にｎ変数の解を求めるのが

一般的である。 

 我々、和田、大庭らは n 連立方程式の場合に於

いても 2 つの連立方程式から、2 変数ずつ求める。 

その時の方程式の数は以下の様に求まる。 

［ 
𝑛

2
 ］≦eg≦n 

ここで eg は方程式の数 

［ ］は四捨五入である。 

2. 本論 

2-1) 一般にｎ変数の連立方程式は行列式で表す

と①式のように与えられる。 

 

a11  a12  … a1n     x1           c1             

a21  a22  …  a2n     x2           c2 

・   ・       ・       ・ 

・   ・       ・   =   ・   …① 

・   ・       ・       ・      

・   ・       ・       ・ 

・   ・       ・       ・ 

a n1  an2  …    a nn      xn           cn 
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変数の係数の行列を A で表すと 

a11  a12 ・ ・ ・ a1n        

a21  a22 ・ ・ ・ a2n    

   ・ ・   

A=   ・ ・                        …② 

   ・ ・   

an1   an2  ・ ・ ・ ann 

 

A の行列を A-1 とすると①式は③式の様に表され

る。 

A-1・A・X＝A-1・C        …③ 

③式は④式で与えられ、変数ｘは 

A-1・A=I より 

ｘ1        ｃ1 

ｘ2        ｃ2 

 ・   ＝ A-1     ・    …④ 

 ・         ・ 

ｘｎ        ｃｎ 

               

以上が高校で習うｎ変数を求めるｎ連立方程式の

解である。 

 

2-2)和田、大庭らによる解の求め方について、2 つ

のｎ連立方程式を以下の⑤式で表すと 

          ｘ1 

ｂ11 ｂ12…ｂ1ｎ    ｘ2    ｃ1 

          ・  ＝     …⑤ 

ｂ21 ｂ22…ｂ2ｎ     ・    ｃ2 

          ｘｎ 

変数の係数正ベクトル B で表すと、 

 

      ｂ11 ｂ12 ・ ・ ｂ1ｎ 

B= 

   ｂ21 ｂ22 ・ ・ ｂ2ｎ 

で与えられ、B を行の操作により以下の様に変形で

きる。 

 

      0 ・・ｂ’1ｊ ｂ’1ｊ+1  0 0 0 

B’= 

   ｂ’21・・ｂ’2ｊ ｂ’2ｊ+1  ｂ’2ｊ+2 … ｂ’2ｎ 

 

このとき C’a の値を 

C1’ 

C’a＝                とすると 

     C2’      

 

B’・X＝C’a         …⑥ 

⑥式で与えられる。 

 

2-3) 2 変数の場合の解の求め方 

a) ｘ+ｂｙ＝ｃを求める解法について 

ｂ〉0、ｃ〉0 とする 

ｘ    a  

y         b 

a：ｂｙ＝1：ｃ   …⑥’ 

ｂｙ＝ac 

∴ｙ＝
𝑎

𝑏
 ｃ      …⑦ 

1：
𝑎

𝑏
ｃ＝1：ｂ     …⑦’ 

𝑎

𝑏
 c＝ｂ 

 ∴a=
𝑏・𝑏

𝑐
       …⑧ 

(∴a≦1) 

⑧式を⑥’式に代入するとｙが求まる。 

ｂ)ax+by=c         …⑨ 

 

ⓐ式の両辺を a で割ると 

 ｘ+
𝑏

𝑎
y=

𝑐

𝑎
 

 ∴x+b’ｙ=c’ 

(∴b’=
𝑏

𝑎
 , c’=

𝑐

𝑎
 ) 

すなわち①式の形に変形できる。 
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3.考察 

3-1)example1 

        

2 3 2   ｘ1                17 

      ｘ2         =    …⑩ 

3 5 4   ｘ3               29 

 

⑩式を変形すると 

 2 3 2   ｘ1     17 

        ｘ2      ＝         

 1 2 2   ｘ3      12 

1 1 0  ｘ1           5  …⑪ 

      ｘ2       = 

 1 2 2   ｘ3        12 

 

⑪式で表される 

∴X1+X2＝5           …⑫ 

⑥’より 

y＝5 

⑦’より 

a＝
1

5
 

⑥’に a を代入すると 

1

5
 : X2=1:5 

∴X2＝1 

X1＝5-1＝4 

 

X1+2X2+2X3＝12 より 

4+2+2X3＝12 

  X3＝
6

2
＝3 

 

 

 

 

 

 

  

3-2)example2 

X1 

2 3 1 2   X2                 17 

3 5 1 2   X3                25 

X4 

 

⑬式を変形すると 

        X1 

 2 3 1 2  X2      17 

 1 2 0 0  X3              8 

        X4 

 

X1+2X2＝8 

⑥’より 

y＝4 

⑦’より 

a=
2×2

8
＝

4

8
＝

1

2
 

⑥’に a を代入すると 

1

2
：2X2＝1：8 

∴2X2＝4 

∴X2＝2 

X1＝8－4＝4 

2X1+3X2+X3+2X4＝17     …⑭より 

X3+2X4＝3                  …⑮ 

∴⑥’より 

X4＝
3

2
 

⑦’より 

a＝
4

3
 

条件 a≦1であるから 

⑮式を 2 で割る 

1

2
×X3+ X4＝

3

2
                     …⑯ 

∴X4+
1

2
X3＝

3

2
 

∴a=
𝑏×𝑏

𝐶
＝

1

6
 

∴
1

6
：

1

2
X3＝1：

3

2
 

1

2
X3＝

1

4
 

∴X3＝
1

2
 

  = …⑬ 

…⑭ = 
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⑮式を 2 で割ったから 2 倍する 

X3＝
1

2
×2＝1 

∴X3＝1 を⑮式に代入する 

∴2X4＝3-1＝2 

∴X4＝1 

∴(X3＝1, X4＝1)が求まる。 

 

4.結論 

我々、和田、大庭らは、n 連立方程式の解法

について簡単に求める方法を見い出した。 

 それは、２つの n 変数の方程式の係数を行

列としてある操作を行う事により解が求ま

る。 

今迄の n 変数の方程式に２つの変数を導出す

ることにより、n 変数の解を求めることがで

きた。（但しある特異な場合であるが） 

 この場合、方程式の数は 

［ 
𝑛

2
 ］≦eg≦n 

但し eg＝［ ］は四捨五入である。 

eg は式の数である。 

この意味は教育工学的に考えると興味深い

結果となった。 

n 連立方程式の数が［ 
𝑛

2
 ］の数でｎ変数を

求めることができる。 

残された課題として、プログラミングによっ

て解を求めることである。 

今後の課題として本論文に則って n 連立方

程式を求めるプログラムを作成する課題が残

っている。 
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